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　こどもからおとなまで、学びの祭典

と　き　11 月 15 日㈯　午前 9 時 30 分～午後 3 時
　　　　                                                16 日㈰　午前 9 時 30 分～午後 2 時
ところ　宇都宮共和大学那須キャンパス

　学習成果の披露の場の提供と、生涯学習へ
の関心を持つきっかけづくりとすることを目
的として、毎年、生涯学習振興大会を開催し
ています。本年度は、名称を「なすしおばら 
まなび博覧会」（通称なしお博）とあらため、
内容を充実し、2 日間にわたり開催します。
　なしお博では、小 ･ 中学生による事例発表
や作品展示、公民館や博物館などの事業紹介、
体験コーナー、コンサートなどいろいろな催
しものを行います。ぜひ、遊びに、学びに来
てください。

活動発表
小・中学生や各団体が日ごろの活動の成果を披露します
■小・中学生による体験発表（15 日）、活動内容の展示
・洋上北海道学習
・ちびっこふるさと探検隊（埼玉県新座市の児童との交
流事業）
・中学生海外（オーストリア）派遣事業
■小学生アイデア料理コンテスト作品展示（15 日は、無
料試食を提供）
■社会教育施設の活動内容の展示
・公民館、博物館、図書館活動の様子
・講座などで作成した作品の展示

問い合わせ　西生涯学習課　☎ 0287（37）5364

【会場案内図】
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臨時駐車場（那須
ガ ー デ ン ア ウ ト
レット駐車場）

                                  す　　　           ばら まなび　　覧会
　　　　（なしお博）

15 日㈯　午前 9 時 30 分～
・教育関係功労者への感謝状の贈呈
・小学生アイデア料理コンテスト表彰　など

楽しく学べるイベント盛りだくさん！

宇都宮共和大学
那須キャンパス

←オーストリアで
　たくさんの体験
　をしました

北海道で学んだこと→
を発表します　　　　

へ行こう！

至 旧黒磯市街

な しお 博

開会行事
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体育館で市内全小・中学校の児童・生徒作品展を
実施します

大人も子どもも一緒にできる体験がいっぱいです
・なしおランド～ミニゲームや工作のコーナー～
・スポーツチャンバラ（15 日）
・ＡＬＴ（外国語指導助手）による英語を用いたゲーム
コーナー（15 日）
・天気についての体験コーナー（16 日）
・自転車発電体験（16 日）
・消しゴムハンコ作り（16 日）
・万華鏡作り（16 日）　など

Ｐ1
Ｐ2

Ｐ3
Ｐ4

【那須ガーデンアウトレット駐車場案内図】

児童・生徒作品展

体験コーナー

飲食コーナー
焼きそば、わたあめ、つきたて餅などおいしい食べ物を
用意しています

コンサート・郷土芸能
弦楽器による演奏と市の伝統芸能音楽を披露します
・アンサンブル cozy によるコンサート（15 日）
・伝統芸能の披露（16 日）

創造力と個性が光る児童・生徒の作品→

たくさんのＡＬＴと英→
語を交えてクイズやゲ
ームを楽しもう

←できたてを提供します

　「Let It go ～ありのままで～」などの　
演奏を予定しているアンサンブル cozy →

中央出入口

至　黒磯板室 I.C

南出口 至　那須塩原駅

北入口
至　塩原・那須（なしお博会場方面）

タクシー乗り場

←那須塩原市民大学受講生   
　による昨年大人気のコー  
　ナー、今年も開催！

駐車場Ｐ 1 ～Ｐ 4 を利用してください。

なしお博シャトル
バス乗り場

【注意事項】体育館内は土足禁止ですので、スリッ
　　　　　   パを持参してください
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入

決算

会計名 歳    入 歳    出
決算額 対前年増減額 前年比 決算額 対前年増減額 前年比

国民健康保険特別会計 139 億 7,113 万円 +2 億 7,607 万円 102.0% 130 億 1,623 万円 +9,143 万円 100.7%
後期高齢者医療特別会計 8 億 8,235 万円 +3,349 万円 103.9% 8 億 7,368 万円 +5,820 万円 107.1%
介護保険特別会計 64 億 6,352 万円 +3 億 6,846 万円 106.0% 63 億 2,025 万円 +3 億 6,723 万円 106.2%
下水道事業特別会計 35 億 3,616 万円 +5 億 7,245 万円 119.3% 34 億 8,942 万円 +5 億 5,548 万円 118.9%
農業集落排水事業特別会計 1 億 2,010 万円 +2,221 万円 122.7% 1 億 1,766 万円 +2,404 万円 125.7%
温泉事業特別会計 7,223 万円 △ 9,009 万円 44.5% 6,114 万円 △ 8,663 万円 41.4%
墓地事業特別会計 564 万円 △ 729 万円 43.6% 321 万円 △ 791 万円 28.9%

総　額
501億
8,420万円

自主財源
260億8,442万円

52.0％
（＋7億1,174万円）

依存財源
240億9,978万円

48.0％
(＋47億9,033万円)

市税
191億9,001万円

38.2％
（＋3,680万円）

地方交付税
56億6,876万円

11.3％
（△6億4,994万円）

国庫支出金
92億9,844万円

18.5％
(＋40億2,794万円)

諸収入
26億8,958万円

5.4％
(＋1億1,327万円)

県支出金
29億2,606万円

5.8％
(△2億4,933万円)

市債
42億2,970万円

8.4％
（＋16億1,160万円）

地方消費税交付金ほか
19億7,682万円

4.0％
（＋5,006万円）

使用料及び手数料ほか
18億366万円

3.6％
（△1億6,605万円）

繰越金
24億117万円

4.8％
(＋7億2,772万円)

一般会計　歳入

事業名 区　分 収　　入
決算額 対前年増減額 前年比

水道事業

収益的収支 25 億 2,067 万円 +2,755 万円 101.1%
資本的収支 8 億 7,715 万円 +1 億 3,387 万円 118.0%

区　分 支　　出
決算額 対前年増減額 前年比

収益的収支 23 億 1,463 万円 +8,312 万円 103.7%
資本的収支 18 億 1,109 万円 +2 億 8,768 万円 118.9%

公 
有
財  
産

土　地 12,226,711㎡
建　物 401,826㎡
山林など 6,436,255㎡
無体財産権（商標権） 1 件
有価証券 1,680 万円
出資による権利 7 億 3,034 万円

基　  　金 147 億 1,359 万円

用語解説・歳入

♢特別会計の決算状況

♢公営企業の決算状況 ♢財産状況※消費税額が含まれています。

自主財源…市税など市が自ら集めるお金
依存財源…国、県などから交付されるお金
市税…市民税や固定資産税、たばこ税など皆さんが納めたお金
諸収入…学校給食費など他の科目に含まれないお金
繰越金…前年度の剰余金
使用料及び手数料…市の施設を利用したり、サービスの提供を受け
たときに支払ったお金

国庫支出金…福祉援助や道路整備のために国から交付されるお金
地方交付税…所得税、法人税、酒税など国税として徴収された中か
ら市の財政状況に応じて交付されるお金
市債…道路や施設を整備するために、国や銀行から借り入れるお金
県支出金…福祉援助や道路整備のために県から交付されるお金
地方消費税交付金…消費税として徴収された税金のうち、地方分と
して交付されるお金

　平成 25 年度の市の決算状況を公
表します。
　一般会計の決算額は、歳入 501 億
8,420 万円、歳出 474 億 3,406 万円で、
歳入と歳出の差引額から翌年度に繰
越すべき財源 3 億 9,321 万円を除い
た額は、23 億 5,693 万円で、黒字決
算となりました。
　なお、市民1人当たりの決算額は、
歳入が42万3,235円、歳出が40万41円
となっています。
問い合わせ　本財政課

☎0287（62）7118

※（　）内は前年度比
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出 入
指  標 年  度 那須塩原

市の数値
早期健全化
基準※ 1

財政再生
基準※ 2 指標の意味

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 ※3
平成24年度 ― 11.94％以上

20％以上 一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する
割合で、赤字決算の場合に該当し、赤字の程度を表します。平成25年度 ― 11.92％以上

連結実質赤字比率
※3

平成24年度 ― 16.94％以上
30％以上

一般会計等に加えて国民健康保険・介護保険・下水道事業な
どの特別会計や一部事務組合などの関連するすべての会計を
対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する割合です。平成25年度 ― 16.92％以上

実質公債費比率
平成24年度 10.1％

25％以上 35％以上
一般会計等が負担する公債費や公債費に準ずるものなど（特
別会計や一部事務組合の借金返済額）の標準財政規模に対す
る割合です。平成25年度 9.0％

将来負担比率 ※4
平成24年度 ― 

350％以上
一般会計等（公社や第３セクターなどを加えた連結ベース）
が将来負担する可能性のある実質的な負債額の標準財政規模
に対する割合です。平成25年度 ― 

資金不足比率
（公営企業会計）※3

平成24年度 ― 経営健全化
基準 ※5
20％以上

各公営企業会計の資金不足額の事業の規模に対する割合です。
平成25年度 ― 

※ 1　４つの健全化判断比率のうち一つでも基準を超えた場合、「財政健全化計画」を策定して自主的な財政の健全化に取り組まなければなりません。
※ 2　４つの健全化判断比率のうち一つでもこの基準を超えた場合、「財政再生計画」を策定して国などの関与による財政再生を行わなければなりません。
※ 3　実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率の赤字または資金不足を生じていないものは「－」と表記しています。
※ 4　将来負担比率はマイナスとなったため「－」と表記しています。
※ 5　この基準を超えた公営企業は、「経営健全化計画」を策定し早期に経営健全化に向けた取り組みを行わなければなりません。

一般会計　歳出

　平成25年度は、前年度同様すべての指標で基準を大きく下回っており、本市の財政状況は「健全である」と判断できます。
♢財政の健全性に関する比率を全てクリア

用語解説・歳出

民生費
123億8,465万円

26.1％
（△1億1,460万円）

公債費
53億234万円

11.2％
(△2億1,746万円)

教育費
66億326万円

13.9％
(＋10億9,324万円)

衛生費
73億8,506万円

15.6％
(＋25億2,426万円)

総務費
46億3,878万円

9.8％
(△1,836万円)

土木費
51億9,685万円

10.9％
(＋15億9,498万円)

商工費
19億9,535万円

4.2％
(△1億190万円)

消防費
20億3,372万円

4.3％
(＋3億9,869万円)

農林水産業費
14億248万円

3.0％
(＋2億1,613万円)

その他
4億9,157万円

1.0％
（△2億2,188万円）

総　額
474億
3,406万円

総　額
474億
3,406万円

人件費
60億6,730万円

12.8％
（△3億4,706万円）

扶助費
81億9,587万円

17.3％
（＋1億1,816万円）

普通建設事業費
（単独事業費）
18億9,065万円

4.0％
（△1億9,759万円）

公債費
53億234万円

11.2％
（△2億1,745万円）

普通建設事業費
（補助事業費）
46億8,831万円

9.9％
（＋26億7,885万円）

災害復旧費
4億1,239万円

0.8％
（△8,571万円）

物件費
100億178万円

21.1％
（＋32億9,769万円）

補助費等
44億2,173万円

9.3％
（＋6億6,031万円）

繰出金
42億3,515万円

8.9％
（△1億6,639万円）

その他
22億1,854万円

4.7％
（△5億8,772万円）

義務的経費
195億6,551万円

41.3％
（△4億4,635万円）

その他の経費
208億7,720万円

44.0％
（＋32億389万円）

《目的別》
民生費…子どもや高齢者・障害者などの福祉のための経費
衛生費…ごみ処理や市民の健康増進を図るための経費
教育費…学校の整備など、教育や文化を盛んにするための経費
公債費…借入金の元金や利子を返済するための経費
土木費…道路や公園などの整備や管理をするための経費
総務費…税務事務や市役所運営、防災などのための経費
消防費…消防や救急などのための経費
商工費…商工業や観光の振興のための経費
農林水産業費…農林業や畜産業を盛んにするための経費
その他…議会費、労働費、災害復旧費の合計

《性質別》
義務的経費…支出が義務付けられ、任意に削減できない経費
投資的経費…道路や学校の整備など将来に残るもののための経費
その他の経費…義務的経費・投資的経費以外の経費
扶助費…生活保護や福祉など援助が必要な人のための経費
人件費…市議会議員の報酬や職員の給料など
公債費…借入金の元金や利子を返済するための経費
普通建設事業費…道路、学校などの建設事業のための経費
災害復旧費…災害により被災した施設を復旧するための経費
物件費…消耗品、光熱水費、賃借料、委託料など
補助費等…各種団体などへの負担金や補助金など
繰出金…特別会計へ支出するための経費
その他…維持補修費、積立金、投資、出資金、貸付金の合計

性質別性質別目的別目的別

※（　）内は前年度比

投資的経費
69億9,135万円

14.7％
（＋23億9,555万円）
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会計名 予算額　Ⓐ 収入済額 Ⓑ 率 ％
(Ⓑ/Ⓐ)支出済額

国民健康保険
歳入 135 億 3,457 万円 59 億 7,092 万円 44.1%

歳出 135 億 3,457 万円 56 億 7,067 万円 41.9%

後期高齢者医療
歳入 8 億 9,446 万円 4 億 1,794 万円 46.7%

歳出 8 億 9,446 万円 3 億 68 万円 33.6%

介護保険
歳入 72 億 6,181 万円 33 億 3,528 万円 45.9%

歳出 72 億 6,181 万円 26 億 8,593 万円 37.0%

下水道事業
歳入 33 億 5,975 万円 11 億 4,271 万円 34.0%

歳出 33 億 5,975 万円 12 億 5,829 万円 37.5%

農業集落排水事業
歳入 1 億 236 万円 4,751 万円 46.4%

歳出 1 億 236 万円 4,526 万円 44.2%

温泉事業
歳入 5,943 万円 3,212 万円 54.0%

歳出 5,943 万円 1,304 万円 21.9%

墓地事業
歳入 437 万円 479 万円 109.6%

歳出 437 万円 49 万円 11.2%

平成26年度 上半期の予算執行状況

区　分 予算額　Ⓐ 収入済額 Ⓑ 率 ％
支出済額 (Ⓑ/Ⓐ)

水
道
事
業

収益的収支
収入 32 億 938 万円 12 億 3,233 万円 38.4%

支出 24 億 9,776 万円 10 億 5,332 万円 42.2%

資本的収支
収入 10 億 5,017 万円 781 万円 0.7%

支出 22 億 9,449 万円 4 億 788 万円 17.8%

♢公営企業の執行状況

♢特別会計の執行状況

●平成 25 年度の借り入れ
　平成 25 年度に借り入れた金額は、42 億
2,970 万円で、そのうち合併特例債が最も多
く、22 億 2,150 万円です。主な借入目的は
次のとおりです。
・社会資本総合交付金事業（道路整備）
　　　　　　　　　…………7 億 2,100 万円
・消防本部建設事業…………2 億 6,380 万円
・青木サッカー場整備事業

…………2 億 3,150 万円

●平成 25 年度の元利償還金
　平成 25 年度に返済したお金は、元金（借
りたお金）48億2,689万円、利子4億7,517万円、
合計53億206万円です。
　元利償還金のうち、39 億 5,509 万円が地
方交付税に算入されています。

♢一般会計の執行状況

予算額　  558億5,502万円
支出済額  214億 312万円
執行率　  38.3％

歳出 歳入

♢市債の状況

 合併
 特例債
 161億
6,698万円

（45.6％）
臨時
財政対策債
   95億4,834万円
        （26.9％）

土木債
54億

4,790万円
（15.4％）

教育債
13億9,956万円

（4.0％）

●市が借りているお金の残高
（平成25年度末　一般会計）

予算額　  558億5,502万円
収入済額  243億1,221万円
執行率　  43.5％

※「予算額」は、現年度当初予算額に前年度繰越予算額と
9月までの補正予算額を足したものです。

…予算額

…収入・支出済額

その他
28億7,712万円

（8.1％）

総　額
354 億

3,990 万円

※下水道事業会計は、支出済額に対して収入済額が不足していますが、
補助金、市債などの一部が未収入のためです。支出が不足する分は財
政調整基金など市の貯金から一時的に繰り替えて運用をしています。

154億9,395万円  　　　

市債

消防費

衛生費

民生費

教育費

公債費

土木費

総務費

その他

国庫支出金

市税

地方交付税

県支出金

繰越金

諸収入

その他

62億4,993万円(40.3％)

100億1,467万円  　　　
26億5,708万円(26.5％)

49億3,473万円  　　　

84億2,391万円  　　　
31億5,704万円(37.5％)

52億7,291万円  　　　
25億7,844万円(48.9％)

52億 289万円  　　　
15億4,563万円(29.7％)

20億9,456万円  　　　
12億3,148万円(58.8％)

44億1,740万円  　　　
22億6,073万円(51.2％)

186億5,526万円
118億6,010万円(63.6％)

118億9,438万円
  22億6,914万円(19.1％)

  67億5,560万円

  50億5,774万円

   　　　　  0円(0.0％)

  39億4,096万円
   3億 878万円(7.8％)

  49億5,699万円(98.0％)

  27億5,014万円
  27億5,014万円(100.0％)

  22億 546万円
    4億4,700万円(20.3％)

  45億9,548万円
  17億2,006万円(37.4％)

17億2,279万円(34.9％)
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〈
住
宅
除
染
の
申
し
込
み
〉

　

住
宅
除
染
は
、
市
内
を
15
の
公

民
館
エ
リ
ア
に
分
け
、
平
成
24
年

度
か
ら
順
次
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
11
月
28
日
㈮
を
最
終
申
込
期

限
と
し
ま
す
。

　

除
染
作
業
を
希
望
す
る
場
合
に

は
申
込
書
（
戸
建
住
宅
等
の
除
染

に
係
る
事
前
の
空
間
放
射
線
量
測

定
申
込
書
）
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
申
込
書
を
持
っ
て
い
な

い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
年
度
ご
と
の
エ
リ
ア
に

関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
除
染
作
業

11
月
28
日
で
受
け
付
け
終
了

住
宅
除
染
の
申
し
込
み
は
早
め
に

　

東
京
電
力
株
式
会
社
は
、
平
成

24
年
9
月
30
日
ま
で
に
実
施
し
た

自
主
的
な
除
染
に
係
る
費
用
を
賠

償
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
問
い
合
わ
せ

先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

未
実
施
の
住
宅
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
除
染
作
業
を
希
望
す
る
場
合

は
、
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▼
最
終
申
込
期
限　

11
月
28
日
㈮

（
必
着
）

▼
問
い
合
わ
せ

○
住
宅
除
染
作
業
業
務
コ
ー
ル
セ

　

ン
タ
ー
（
受
付
時
間
…
午
前
８

　

時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
）

　

☎
０
１
２
０
（
33
）
７
５
７
８

○
放
射
能
対
策
課（
除
染
セ
ン

　

タ
ー
）

　

☎
０
２
８
７
（
65
）
１
１
１
５

　市では、来年 1 月、インターネット上に「地域ポータルサイト」を立ち上げます。
　1 人でも多くの市民が参加し、活用することで、地域の活性化につなげたいと考えていることから、地
域ポータルサイトの「愛称」を次のとおり募集します。市民に愛されるサイトとなるよう多数の応募を待っ
ています。 

「地域ポータルサイト」の愛称を募集します

●募集内容
応募資格　市民および市内勤務・通学者
募集期間　11 月 10 日㈪～ 12 月 10 日㈬
応募方法　本企画情報課、西総務税務課、塩総務
福祉課に備えてある応募用紙に「愛称」および必
要事項を記入し、持参、郵送または電子メールで
応募してください（郵送の場合は、12 月 10 日㈬
までの消印有効）
※応募用紙は、市ホームページからもダウンロー
ドできます。
入賞賞品など
・最優秀賞　1 点（採用作品）　賞状および副賞（賞
金 2 万円と那須塩原ブランド品詰め合わせ）
・優秀賞　2 点　賞状および副賞（那須塩原ブラ
ンド品詰め合わせ）
※ 18 歳未満の人は保護者に副賞を渡します。

●応募の注意
○最優秀作品は、地域ポータルサイトに使用しま
す
○作品の著作権などの一切の権利は、市に帰属す
るものとします
○採用作品の著作権などについて異議申し立てや
苦情などがあった場合は、応募者が対応するもの
とします
○応募者の個人情報は、許可なく第三者に開示・
提供はしません。ただし、入賞者については氏名
などを公表する場合があります

＜地域ポータルサイト仮オープン＞
　11 月 20 日㈭から地域ポータルサイトを仮オー
プンします。市ホームページから閲覧できるよう
になるので、参照してください。

　地域ポータルサイトとは、地域のイベント情報、お店の情報、文化情報や市民活動情報など、市民
に関わるさまざまな情報を総合的に取り扱う専用のホームページで、市民が情報を共有することに
よって、地域コミュニケーションの充実や地域産業の活性化に活用できるものです。

自
主
的
除
染
に
係
る
費
用
の
賠
償
が

行
わ
れ
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
原
子

　

力
補
償
相
談
室
（
受
付
時
間
…

　

午
前
９
時
～
午
後
９
時
）

☎
０
１
２
０
（
９
２
６
）
４
０
４

応募・問い合わせ　本企画情報課シティプロモーション室　〠 325 － 8501　共墾社 108 － 2 
　　　　　　　　　☎ 0287（62）7128　　kikakujouhou@city.nasushiobara.lg.jp



平成26年11月5日号 8

 今月のテーマ

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
普
及
す

る
に
つ
れ
て
、
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払

い
（
以
下
「
リ
ボ
払
い
」）
を
利

用
す
る
人
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
無
計
画
な
利
用
に

よ
っ
て
過
大
な
借
金
を
抱
え
た

り
、
多
重
債
務
に
陥
る
危
険
性
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
分
割
払
い
は
、
利
用
す
る
度
に

回
数
を
指
定
で
き
る
た
め
、
リ
ボ

払
い
に
比
べ
て
支
払
い
の
終
わ
る

時
期
を
把
握
し
や
す
い
と
言
え
ま

す
。

　

し
か
し
、
分
割
払
い
で
複
数
の

買
い
物
を
し
て
い
く
と
、
支
払
い

が
重
な
っ
て
毎
月
の
返
済
が
高
額

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
リ
ボ
払
い
は
、
利
用
金
額
に
か

か
わ
ら
ず
、
毎
月
の
支
払
額
を
あ

ら
か
じ
め
指
定
し
た
額
に
す
る
方

式
で
、
月
々
の
支
払
額
が
決
ま
っ

て
い
る
た
め
、
分
割
払
い
に
比
べ

て
家
計
の
管
理
が
し
や
す
い
方
法

と
言
え
ま
す
。
た
だ
し
、
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
は
、
手
数
料
が
常

に
残
高
に
対
し
て
発
生
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
新
た
な
買
い
物
を

す
れ
ば
、
支
払
総
額
と
支
払
回
数

が
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
無
計
画
に
利
用

し
て
い
る
と
、
い
つ
払
い
終
わ
る

か
、
ど
れ
く
ら
い
支
払
っ
て
い
る

か
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。　

　

リ
ボ
払
い
を
利
用
す
る
際
に

は
、
常
に
利
用
額
と
手
数
料
を
把

握
し
ま
し
ょ
う
。
繰
り
上
げ
返
済

に
対
応
し
て
い
る
カ
ー
ド
会
社
も

あ
る
の
で
、
資
金
に
余
裕
が
あ
る

と
き
は
繰
り
上
げ
返
済
し
て
お
く

と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

リ
ボ
払
い
は
借
金
で
す
。
手
数

料
が
か
か
る
こ
と
を
意
識
し
、
計

画
性
を
持
っ
て
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

「クレジットカードのリボ
払いに注意」

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
０
２
８
７（
63
）７
９
０
０

開
設
時
間　

平
日
午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時

利
用
時
の
注
意

「
分
割
払
い
」
と
の
違
い

　今まで、公的年金などを受給している場合、児童扶養手当は支給の対象外でしたが、12 月から、児童扶養手当
より低額の年金を受給している場合には、その差額分について児童扶養手当を支給することになりました。

児童扶養手当と年金との差額分を支給します

◆新しく対象となる人
　次のいずれかの児童を養育している人で、公的年
金などを受給している人
①父母が婚姻を解消した児童
②父または母が死亡した児童
③父または母が重度の障害の状態にある児童
④父または母が法令により引き続き 1 年以上拘禁さ
れている児童
⑤父または母の生死が明らかでない児童
⑥父または母に引き続き１年以上遺棄されている児
童
⑦母が婚姻によらないで出産した児童
⑧父母ともに不明である児童
⑨父または母が保護命令を受けた児童
※児童とは 0 歳から 18 歳に達する日以降の最初の 3
月 31 日までの間にある人です。

◆手当の額
　受給している公的年金などの額が児童扶養手当の
額を下回った場合、その差額分
＜児童扶養手当＞
○児童 1 人の場合　9,680 円～ 41,020 円（所得に応じ
て異なります）
○児童 2 人以上の加算額
2 人目は、5,000 円
3 人目以降は 1 人につき 3,000 円

◆手当の支給
　申請のあった翌月分から支給（支払期月は 4 月、8
月、12 月）　
※平成 26 年 12 月 1 日において支給要件に該当して
いる人が、平成 27 年 3 月 31 日までに申請した場合
は 12 月分からの支給となります。

◆その他　
　申請方法や申請時期、所得制限などの支給要件な
ど、詳しくは問い合わせてください

◆ ◆◆ ◆

問い合わせ
本子ども課  ☎ 0287（62）7138　西市民福祉課  ☎ 0287（37）6231　塩総務福祉課  ☎ 0287（32）2912 

子育て世帯臨時特例給付金
　　　　　　申請締め切り近づく！

申請期限　12 月 8 日㈪（必着）

　子育て世帯臨時特例給付金の申請期限が間近
に迫っています。申請がまだ済んでいない人は、
期限までに申請をお願いします。

問い合わせ
本子ども課 　☎ 0287（62）7138
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　問い合わせ   
    　  秘書課
　　☎ 0287（62）7109

ま
ち
か
ど
通
信

　

市
内
を
周
っ
て
い
る
と
、
4
種
類

の
バ
ス
に
出
会
い
ま
す
。J
R
バ
ス
、

東
野
バ
ス
、
ゆ
ー
バ
ス
、
予
約
ワ
ゴ

ン
バ
ス
で
す
。
最
後
に
挙
げ
た
予
約

ワ
ゴ
ン
バ
ス
は
、
運
転
手
を
含
め
、

10
人
ま
で
乗
る
こ
と
が
で
き
る
ワ
ゴ

ン
タ
イ
プ
の
バ
ス
な
の
で
、
他
の
路

線
バ
ス
よ
り
小
さ
な
バ
ス
で
す
。

　

予
約
ワ
ゴ
ン
バ
ス
は
、
６
つ
の
事

業
所
が
担
当
し
て
い
て
、
宇
都
野
、

下
大
貫
、
接
骨
木
、
湯
宮
、
寺
子
、

新
湯
、
西
岩
崎
、
高
林
・
青
木
の
８

路
線
で
あ
ら
か
じ
め
運
行
経
路
や
時

刻
な
ど
を
設
定
し
、
予
約
が
あ
っ
た

と
き
だ
け
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
し
た
い
路
線
の
運
行
業
者
に

電
話
を
す
る
だ
け
で
予
約
で
き
ま

す
。
以
前
は
、
前
日
ま
で
に
予
約
を

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
は
利
用
す
る
便
が
始
発
停
留
所
を

発
車
す
る
時
刻
の
２
時
間
前
ま
で
に

予
約
を
す
れ
ば
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

清潔感があり、荷物が多くてもゆったり
座れる車内となっています

予約ワゴンバスで出掛けよう！

運
行
業
者
と
市
民
に

　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

　

今
回
は
、
運
行
を
担
当
し
て
い

る
事
業
所
に
利
用
状
況
を
教
え
て

「
予
約
ワ
ゴ
ン
バ
ス
」っ
て
何
？

も
ら
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
１
人

も
利
用
し
な
い
日
も
あ
る
が
、
多

い
時
は
10
人
く
ら
い
が
利
用
す
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
た
だ
、
ど
こ

に
電
話
を
す
れ
ば
予
約
で
き
る
の

か
分
か
ら
な
い
と
い
う
相
談
も
あ

る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
知
り
合
い
な
ど
に
予
約

ワ
ゴ
ン
バ
ス
に
つ
い
て
聞
い
て
み

た
と
こ
ろ
、
チ
ラ
シ
で
入
っ
て
い

た
よ
う
な
気
が
す
る
け
ど
あ
ま
り

よ
く
覚
え
て
い
な
い
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
こ
の
バ
ス
を
知
ら
な
い
人
も

多
い
よ
う
で
し
た
。

　

予
約
ワ
ゴ
ン
バ
ス
の
料
金
は
、

８
路
線
と
も
ど
こ
ま
で
乗
っ
て
も

１
回
２
０
０
円
で
す
。
１
日
乗
車

予
約
ワ
ゴ
ン
バ
ス
を

　
　
利
用
し
て
み
よ
う
！

券
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん

利
用
し
た
方
が
お
得
で
す
よ
ね
。

平
日
で
も
休
日
で
も
、
家
族
と
で

も
友
人
の
グ
ル
ー
プ
と
で
も
、
一

度
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
も
ち

ろ
ん
１
人
の
予
約
で
も
バ
ス
は
走

り
ま
す
。

　

私
は
、
９
月
29
日
、
塩
原
支
所

か
ら
予
約
ワ
ゴ
ン
バ
ス
新
湯
線
に

乗
っ
て
み
ま
し
た
。
塩
原
は
も
う

す
で
に
秋
の
様
子
が
見
え
始
め
、

ま
だ
真
っ
赤
に
染
ま
り
き
れ
て
い

な
い
赤
と
ん
ぼ
が
目
に
入
り
ま
し

た
。
新
発
見
の
場
所
も
あ
り
、
地

域
の
こ
と
も
分
か
り
、
心
が
う
き

う
き
と
得
し
た
気
分
に
な
り
ま
し

た
。

　

市
内
の
紅
葉
も
き
れ
い
な
時
季

で
す
。
皆
さ
ん
、
予
約
ワ
ゴ
ン
バ

ス
に
乗
っ
て
、
秋
の
深
ま
る
市
内

に
出
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
◆
執
筆　

　
ま
ち
か
ど
通
信
員
　
堀
畑
秀
子

予約先などが記載されている運行
経路図は、市役所各庁舎や各公民
館などにもあります
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お
知
ら
せ

送
付
、
電
話
催
告
、
自
宅
・
勤
務

先
へ
の
訪
問
を
行
い
ま
す
。

▼
財
産
調
査
…
滞
納
者
の
財
産
に

つ
い
て
、
官
公
署
、
金
融
機
関
、

保
険
会
社
、
通
信
機
関
な
ど
の
協

力
の
下
、
調
査
を
行
い
ま
す
。

▼
給
与
調
査
…
財
産
調
査
の
一
環

と
し
て
、
勤
務
先
の
協
力
の
下
、

給
与
支
給
額
な
ど
の
調
査
を
行
い

ま
す
。

▼
差
押
処
分
…
不
動
産
、預
貯
金
、

生
命
保
険
、
給
与
の
ほ
か
、
自
動

車
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま

す
。
差
し
押
さ
え
後
も
納
付
さ
れ

な
い
場
合
、
差
押
財
産
の
公
売
・

取
り
立
て
を
行
い
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
課
税
分
だ
け
の
滞

納
に
対
し
て
も
、
財
産
調
査
・
滞

納
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
納
期
内
納
付
に
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
収
税
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
９
０

～
あ
な
た
の
税
が
未
来
を

拓
く
～
市
税
徴
収
強
化
月

間
２
０
１
４
冬

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に

は
保
険
料
控
除
証
明
書
が

必
要
で
す

　

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を

図
る
た
め
、
11
～
12
月
を
「
市
町

村
税
徴
収
強
化
月
間
２
０
１
４

冬
」
と
し
て
、
県
と
の
共
同
に
よ

り
、
徴
収
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

納
期
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い

場
合
は
、
財
産
の
調
査
や
、
住
居
・

事
業
所
へ
の
訪
問
・
捜
索
を
行
い
、

差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を

行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

滞
納
処
分
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
納
税
を

お
願
い
し
ま
す
。

〈
市
税
収
納
率
の
向
上
の
た
め
に
〉

▼
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
…
窓

口
の
業
務
時
間
を
週
に
一
度
、
午

後
７
時
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

・
本
庁
舎　

毎
週
金
曜

・
西
那
須
野
支
所　

毎
週
木
曜

・
塩
原
支
所　

毎
週
水
曜

▼
納
税
相
談
…
納
期
限
内
に
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
人
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
滞
納
が
累
積

す
る
前
に
、
早
め
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
納
税
催
告
…
納
期
限
を
過
ぎ
て

も
納
付
が
な
い
人
に
、
催
告
書
の

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
め
た

保
険
料
の
全
額
が
所
得
税
・
市
県

民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、

毎
年
1
月
1
日
～
12
月
31
日
に
納

め
た
（
見
込
み
を
含
む
）
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
の
添
付
が
必
要
で

す
。

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
た
場
合
も
、
家
族
分
の
証
明
書

を
添
付
す
れ
ば
社
会
保
険
料
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
送
付
さ
れ
る
時
期

　

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
は
、
毎
年
11
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
は
が

き
で
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
手
続
き
を
す
る
と

き
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

※
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
で
、
平
成
26
年

10
月
1
日
～
12
月
31
日
に
初
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
に

つ
い
て
は
、
来
年
2
月
上
旬
に
同

様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

▼
そ
の
他

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
紛
失
し

て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、
基
礎
年

金
番
号
の
分
か
る
年
金
手
帳
な
ど

を
用
意
の
上
、
控
除
証
明
書
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

忘れていませんか？

臨時福祉給付金

～申請が済んでいない人は　　　
　　　　　　　　　　お早めに～

　申請期限　来年 1 月 8 日㈭

　臨時福祉給付金事業推進室
　（本社会福祉課内）
　　　　　　　　☎（62）7170

▼
問
い
合
わ
せ

　

日
本
年
金
機
構
控
除
証
明
書
専

　

用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
（
来
年
3
月
16
日
ま
で
）

☎
０
５
７
０
（
０
５
８
）
５
５
５

（
月
～
金
曜
…
午
前
9
時
～
午
後

7
時
、
第
2
土
曜
…
午
前
9
時
～

午
後
5
時
）

※
第
2
土
曜
を
除
く
土
・
日
曜
、

祝
日
、
12
月
29
日
～
1
月
3
日
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

く
ろ
い
そ
運
動
場
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
が
新
し
く

な
り
ま
し
た

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
を

受
け
て
、
く
ろ
い
そ
運
動
場
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
を
、
移
動
式
ス

プ
リ
ン
グ
ゴ
ー
ル
に
買
い
替
え
ま

し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

　

く
ろ
い
そ
運
動
場

　
　
　
　
　

☎
（
60
）
１
１
１
３

市
政
懇
談
会
の
概
要
を

　
　
　

公
表
し
て
い
ま
す

　

市
長
ほ
か
、
市
の
幹
部
職
員
と

市
民
の
皆
さ
ん
が
直
接
意
見
交
換

を
行
う
「
市
政
懇
談
会
」
が
７
月

に
市
内
４
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

市
政
懇
談
会
に
は
１
６
１
人
の

参
加
が
あ
り
、
日
ご
ろ
地
域
で

困
っ
て
い
る
問
題
や
市
政
に
関
す

る
質
問
な
ど
１
８
７
件
の
意
見
・

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
市
政
懇
談
会
の
概
要
を
次

の
施
設
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

▼
閲
覧
場
所
　
本
秘
書
課
、
西
総

務
税
務
課
、
塩
総
務
福
祉
課
、
箒

根
出
張
所
、
各
公
民
館
、
各
図
書

館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
秘
書
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
０
９

新しいゴールでの競技をお楽
しみください

塩
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　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

食品の放射性物質簡易検査結果（平成 26 年 9 月分）
　9 月に実施した 69 件の検査結果を公表します。この検査は、市民の不安解消を目的に、市が独自に実施している簡易
検査です。検査結果については参考としてください。なお、検体名は依頼者の申告によるものです。
　【参考】厚生労働省が定めた一般食品の放射性セシウムの基準値は 100Bq/㎏です。

検体名
検査
件数

最小値
（Bq/kg）

最大値
（Bq/kg）

検査結果（件数）
不検出 50Bq 未満 50 ～ 100Bq 100Bq 超

アジ、サバ（複合品） 1 不検出 不検出 1

アミタケ 2 12.4 687.1 1 1

イッポンシメジ 1 11.2 11.2 1

梅酢 1 不検出 不検出 1

ウメボシ 1 不検出 不検出 1

クマ肉 6 68.4 253.3 1 5

クリ 17 不検出 517.5 3 10 1 3

玄米 2 不検出 10.0 1 1

サクラシメジ 2 61.0 285.1 1 1

サルナシ 1 不検出 不検出 1

シソ 1 6.9 6.9 1

シメジ 1 59.9 59.9 1

ジャガイモ 1 不検出 不検出 1

センボンシメジ 1 52.5 52.5 1

大豆 2 不検出 8.7 1 1

ツルタケ 1 62.7 62.7 1

ナス 1 不検出 不検出 1
ナラノキモドシ

（キノコ） 1 36.7 36.7 1

ネギ 1 不検出 不検出 1

ネズミタケ 1 191.9 191.9 1

白米 2 不検出 不検出 2

ハツタケ 2 206.3 2,519.0 2

フウセンタケ 1 18.0 18.0 1

ブルーベリー 8 不検出 14.4 7 1

ポポ 1 不検出 不検出 1

ホンボッコ（キノコ） 1 43.2 43.2 1

ミョウガ 8 不検出 13.0 4 4

レモングラス 1 17.2 17.2 1

合計 69 26 24 6 13

※ 100Bq/kg を超えたものは、全て購入品以外でした。
【検査結果の注意点】
１．検査結果は、1㎏当たりのセシウム 134 とセシウム 137 の合算値で集計しています。ただし、セシウム 134 とセシ
　　ウム 137 のうち、片方のみが検出されている場合もあります。
２．「不検出」とは、検出限界未満のことであり、検出限界はセシウム 134とセシウム 137の合計で 25Bq/㎏以下を目安
　　にしています。
３．検査に使用した簡易測定器は、日立アロカメディカル㈱食品放射能測定システム「CAN-OSP-NAI」です。
４．市外で採取した検体も含まれます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　本生活課　☎（62）7126
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▼
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
お
知
ら
せ

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
実

施
に
当
た
り
、
運
動
期
間
中
に
西

那
須
野
地
区
、
塩
原
地
区
で
は
サ

イ
レ
ン
吹
鳴
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
吹
鳴
時
間
…
午
前
7
時
と
午
後

6
時
の
2
回
（
15
秒
間
）

▼
問
い
合
わ
せ

○
黒
磯
那
須
消
防
組
合
消
防
本
部

　

予
防
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
０
８
６
４

○
大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
消

　

防
本
部
予
防
課

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
３
０
１
６

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

を
実
施
し
ま
す

「
も
う
い
い
か
い

　
　
　

火
を
消
す
ま
で
は

　
　
　
　
　
　

ま
あ
だ
だ
よ
」

（
平
成
26
年
度

　
　
　
　

全
国
統
一
防
火
標
語
）

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
に
よ
る

死
者
の
発
生
や
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
た
め
、
11
月
9
日
～
15
日
の
7

日
間
を
火
災
予
防
運
動
週
間
と
し

て
い
ま
す
。　

〈
住
宅
防
火

　

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
３
つ
の
習
慣

〇
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

〇
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

〇
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

◆
４
つ
の
対
策

〇
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

〇
寝
具
、
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る

〇
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
火
す

る
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど

を
設
置
す
る

〇
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
近
隣
の
協
力
体

制
を
つ
く
る

塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
体
育
館
の
一
部
を
臨

時
休
館
し
ま
す

　

ワ
ッ
ク
ス
掛
け
に
よ
り
、
体
育

館
の
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
臨
時
休

館
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
21
日
㈮

▼
と
こ
ろ　

塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

※
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム
は
通
常
ど
お
り
利
用
で

き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
５
２
５
５

市
内
遺
跡
所
在
調
査
を

　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

「
平
和
の
礎
い
し
じ
」の
追
加
刻
銘
・

刻
銘
修
正
を
受
け
付
け
ま

す

西
那
須
野
図
書
館
を

　
　
　

臨
時
休
館
し
ま
す

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
遺

跡
の
所
在
調
査
を
３
年
計
画
で
行

い
ま
す
。

　

所
在
調
査
と
は
、
過
去
の
人
々

の
生
活
の
痕
跡
（
遺
跡
）
の
場
所

を
確
認
し
、
そ
の
性
格
（
集
落
・

古
墳
な
ど
）
や
範
囲
・
時
代
な
ど

を
把
握
す
る
調
査
の
こ
と
で
す
。

調
査
後
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
集
め

た
地
図
（
埋
蔵
文
化
財
地
図
）
を

作
成
し
、
市
の
文
化
財
保
護
の
資

料
と
し
ま
す
。

　

調
査
方
法
は
、
調
査
員
（
８
人

程
度
）
が
、
山
林
や
田
畑
な
ど
を

歩
い
て
調
査
し
ま
す
。
調
査
期
間

中
は
文
化
財
に
関
わ
る
情
報
提
供

な
ど
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
対
象　

黒
磯
地
区

▼
調
査
期
間　

12
月
～
来
年
3
月

▼
問
い
合
わ
せ

　

西
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
１
９

　

沖
縄
県
平
和
・
男
女
共
同
参
画

課
で
は
「
平
和
の
礎
」
の
追
加
刻

銘
お
よ
び
刻
銘
の
修
正
・
追
加
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

蔵
書
点
検
の
た
め
、
西
那
須
野

図
書
館
を
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

休
館
中
の
本
の
返
却
は
、
正
面

入
り
口
脇
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
C
D
、
D
V
D
、
県
・
他
市

町
村
の
図
書
館
か
ら
借
り
た
資
料

は
破
損
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
で
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
と
き　

11
月
24
日
㈪
～
27
日
㈭

▼
問
い
合
わ
せ

　

西
那
須
野
図
書
館

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
６
０
０
１

中
小
企
業
季
節
資
金
の

　
　
　

融
資
を
行
い
ま
す

　

県
で
は
、
本
年
度
も
中
小
企
業

向
け
に
、
年
末
の
運
転
資
金
の
融

資
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象　

県
内
に
１
年
以
上
事
業

所
を
有
し
て
営
業
を
行
っ
て
い
る

中
小
企
業
お
よ
び
事
業
協
同
組
合

な
ど

▼
資
金
の
使
途　

商
品
仕
入
れ
、

ボ
ー
ナ
ス
の
支
払
い
な
ど
の
季
節

的
な
運
転
資
金

▼
融
資
額　

・
企
業
…
１
千
万
円
以
内

・
団
体
…
１
億
円
以
内

▼
融
資
利
率　

年
2.0
％
以
内

※
保
証
付
責
任
共
有
制
度
対
象
外

の
場
合
は
1.5
％
以
内
、
保
証
付
責

任
共
有
制
度
対
象
の
場
合
は
1.7
％

以
内
。

▼
融
資
期
間　

融
資
開
始
日
～
来

年
3
月
31
日
㈫

▼
申
込
先
金
融
機
関　

県
内
に
本

店
を
有
す
る
銀
行
・
信
用
金
庫
・

信
用
組
合
の
県
内
営
業
店

▼
申
込
期
限　

12
月
30
日
㈫

▼
そ
の
他　

そ
の
ほ
か
に
も
各
種

融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

○
申
込
先
金
融
機
関
の
各
店
舗

○
県
経
営
支
援
課

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
３
１
８
１

　
「
平
和
の
礎
」
と
は
、
国
籍
や

軍
人
・
非
軍
人
を
問
わ
ず
沖
縄
戦

で
亡
く
な
ら
れ
た
全
て
の
人
に
追

悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
平

和
を
享
受
す
る
幸
せ
と
尊
さ
を
再

確
認
し
、
恒
久
の
平
和
を
祈
念
す

る
た
め
に
沖
縄
県
糸
満
市
に
建
設

さ
れ
た
記
念
碑
で
す
。「
平
和
の

礎
」
に
は
沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ

た
一
人
一
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
ま

す
。

　

刻
銘
の
対
象
、
必
要
書
類
な
ど

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
３
５
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　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

11
月
11
日
～
17
日
は
税
を

考
え
る
週
間
で
す

防
火
ポ
ス
タ
ー
（
絵
画
）

の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し

た

　

国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日

～
17
日
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」

と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

〈
税
に
関
す
る
作
文
の
優
秀
作
品

の
パ
ネ
ル
展
示
〉

▼
と
き　

11
月
11
日
㈫
～
17
日
㈪ 

▼
と
こ
ろ　

大
田
原
税
務
署
、
大

田
原
県
税
事
務
所
、
大
田
原
市
役

所
、
那
須
塩
原
市
役
所
本
庁
舎
、

那
須
町
役
場
、
金
融
機
関
な
ど

▼
内
容　

中
・
高
校
生
の
税
に
関

す
る
作
文
の
優
秀
作
品
を
パ
ネ
ル

展
示
に
て
紹
介
し
ま
す

〈
消
費
税
期
限
内
完
納
推
進
宣
言

式
典
〉

▼
と
き　

11
月
13
日
㈭
午
後
1
時

10
分
～
2
時

▼
と
こ
ろ　

ト
コ
ト
コ
大
田
原
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
大
田
原
市
中

央
1
‐
3
‐
15
）

▼
そ
の
他　

式
典
終
了
後
、
ゆ
る

キ
ャ
ラ
（
イ
ー
タ
君
・
と
ち
ま
る

く
ん
・
み
る
ひ
ぃ
ほ
か
）
と
一
緒

に
納
税
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
を
行
う
予
定
で
す

〈
納
税
・
税
に
関
す
る
作
文
表
彰

式
〉

▼
と
き　

11
月
13
日
㈭
午
後
2
時

30
分
～
4
時

▼
と
こ
ろ　

ト
コ
ト
コ
大
田
原
市

　

塩
原
防
火
管
理
協
会
は
、
塩
原

地
区
の
各
小
・
中
学
校
か
ら
募
集

し
た
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
の
審
査

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
作
品
は
防
火
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
し
、
事
業
所
お
よ
び

小
・
中
学
校
に
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
応
募
全
作
品
を
11
月
9

日
～
15
日
の
火
災
予
防
期
間
中
、

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
に
て
展
示
し
ま

す
。

▼
最
優
秀
賞

・
渡
辺　

海み
ら
ん嵐

（
関
谷
小
5
年
）

・
郡
司　

紘ひ
ろ
か花

（
箒
根
中
1
年
）

▼
金
賞

・
齊
藤　

啓ひ
ろ
と
し舜
（
横
林
小
6
年
）  

▼
銀
賞

・
柴し

ば
さ
き﨑　

京
佳
（
金
沢
小
5
年
）

・
高
田　

健
矢
（
関
谷
小
6
年
）

・
永な

が
よ
し吉　

涼す
ず
か花

（
箒
根
中
1
年
）

▼
銅
賞

・
坂
本　

琴こ
と
ね音

（
横
林
小
5
年
）

・
髙
松　

優
人
（
金
沢
小
6
年
）

・
穐あ

き
や
ま山　

楓ふ
う
こ子
（
箒
根
中
1
年
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

塩
原
防
火
管
理
協
会
（
事
務
局

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
塩

　

原
分
署
）

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
４
９

民
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
税
務
署

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
３
１
１
５

　

職
場
で
ス
ト
レ
ス
や
メ
ン
タ
ル

の
不
調
を
抱
え
て
い
る
人
や
そ
の

家
族
・
上
司
・
同
僚
の
人
か
ら
の

相
談
に
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

無
料
で
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
形
態　

事
前
予
約
に
よ
る

面
接
・
電
話
相
談

▼
相
談
予
約　

相
談
予
約
の
受
け

付
け
は
、
平
日
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分
で
す
。
相
談
希
望

日
の
3
日
前
ま
で
に
労
政
事
務
所

へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い

▼
相
談
場
所
・
相
談
日

大
田
原
労
政
事
務
所
・
毎
月
第
3

水
曜
（
午
後
１
時
30
分
～
4
時
30

分
）

※
相
談
の
開
設
状
況
は
、
広
報
な

す
し
お
ば
ら
毎
月
20
日
号
の
相
談

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

（
相
談
日
が
変
更
に
な
る
場
合
も

あ
り
）。

▼
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
労
政
事
務
所
（
大
田
原

　

市
中
央
1
‐
9
‐
9
県
庁
那
須

　

庁
舎
）

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
４
１
５
８

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や

加
害
者
、
被
害
者
の
間
柄
を
問
わ

ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
配
偶
者
な

ど
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
売
買

春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
は
、
女

性
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
深
刻
な
人

権
侵
害
で
す
。

　

D
V
（
家
庭
内
暴
力
）
は
、
身

体
に
対
す
る
暴
力
の
ほ
か
、
精
神

的
な
嫌
が
ら
せ
や
脅
迫
、
生
活
費

を
渡
さ
な
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形

態
が
あ
り
、
そ
の
被
害
者
の
多
く

は
女
性
で
す
。

　

こ
の
運
動
を
き
っ
か
け
に
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
考

え
、
暴
力
の
な
い
社
会
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

○
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
相
談
ル
ー
ム

女
性
の
た
め
の
配
偶
者
暴
力
相
談

☎
０
２
８
（
６
６
５
）
８
７
２
０

女
性
に
対
す
る
暴

力
根
絶
の
た
め
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

11
月
12
日
～
25
日
は
「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」
期
間
で
す

（
受
付
時
間
）
月
～
金
曜
…
午
前

9
時
～
午
後
8
時
、
土
・
日
曜
…

午
前
9
時
～
午
後
4
時

○
本
子
ど
も
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
３
８

（
受
付
時
間
）
月
～
金
曜
…
午
前

9
時
～
午
後
4
時

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局
と
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
11
月
17

日
～
23
日
の
7
日
間
を
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
と
し
て
、配
偶
者
・
パ
ー

ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
の
暴
力
や
職
場

な
ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
の
人
権

問
題
を
め
ぐ
る
相
談
を
電
話
で
受

け
付
け
ま
す
。

　

女
性
の
人
権
問
題
に
詳
し
い
人

権
擁
護
委
員
が
担
当
し
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
相
談
受
付
時
間　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
７
時
（
土
・
日
曜
は
、

午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局

　

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
電
話
相

談
を
開
設
し
ま
す
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〈
高
等
工
科
学
校
生
徒
〉

◆
推
薦（
学
校
長
の
推
薦
が
必
要
）

▼
試
験
日　

来
年
１
月
10
日
㈯
～

12
日
㈷
㈪
の
間
の
い
ず
れ
か
１
日

を
指
定

▼
試
験
会
場　

神
奈
川
県
横
須
賀

市▼
対
象　

男
子
で
中
学
校
卒
業
ま

た
は
卒
業
見
込
み
で
、
平
成
27
年

4
月
1
日
現
在
で
17
歳
未
満
の
人

▼
申
込
期
限　

12
月
5
日
㈮

◆
一
般

▼
試
験
日

○
一
次
…
来
年
1
月
24
日
㈯

○
二
次
…
来
年
2
月
5
日
㈭
～
8

日
㈰
の
間
の
い
ず
れ
か
1
日
を
指

定▼
試
験
会
場

○
一
次
…
大
田
原
お
よ
び
宇
都
宮

高
等
工
科
学
校
生
徒
・
自

衛
官
候
補
生
募
集

▼
試
験
の
種
類

○
甲
種
（
特
種
・
第
１
～
第
５
類
）

○
乙
種
（
第
１
～
第
７
類
）

▼
試
験
日　

来
年
２
月
15
日
㈰

▼
試
験
会
場　

県
立
宇
都
宮
工
業

高
等
学
校
（
宇
都
宮
市
雀
宮
町

52
）

▼
受
験
料

○
甲
種　

５
０
０
０
円

○
乙
種　

３
４
０
０
円

▼
申
込
方
法

①
願
書
申
請
…
郵
送
（
12
月
12
日

㈮
ま
で
の
消
印
有
効
）
ま
た
は
直

接
持
参
に
よ
り
申
し
込
み

・
申
込
期
間
…
12
月
１
日
㈪
～
12

日
㈮
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
を
除
く
）

②
電
子
申
請
…
一
般
財
団
法
人
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
請

・
申
込
期
間
…
11
月
28
日
㈮
～
12

月
９
日
㈫

▼
願
書
配
布
先　

一
般
財
団
法
人

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
栃
木
支

部
、
黒
磯
那
須
消
防
組
合
消
防
本

部
予
防
課
、
大
田
原
地
区
広
域
消

防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

▼
申
し
込
み

　

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
、
子
ど

も
た
ち
を
主
体
と
し
た
文
化
芸
能

団
体
の
発
表
と
交
流
を
深
め
る
た

め
、
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

発
表
会
に
出
演
を
希
望
す
る
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き　

来
年
2
月
22
日
㈰
午
後

0
時
30
分
開
演

▼
と
こ
ろ　

三
島
ホ
ー
ル

▼
対
象　

市
内
で
活
動
し
て
い
る

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
中

心
と
し
て
構
成
さ
れ
た
、
郷
土
芸

能
（
太
鼓
、
お
囃は

や
し子
な
ど
）・
文

化
活
動
（
日
本
舞
踊
、筝そ

う
き
ょ
く曲な
ど
）

　

と
ち
ぎ
マ
イ
ス
タ
ー
、
宮
の
も

の
づ
く
り
達
人
な
ど
多
彩
な
講
師

陣
の
職
業
訓
練
指
導
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
本
校
を
修
了
す
る

と
、
国
家
試
験
の
２
級
技
能
検
定

（
建
築
設
計
科
は
非
該
当
）
を
受

験
す
る
際
、
学
科
試
験
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

▼
対
象　

各
学
科
に
関
連
す
る
事

業
所
に
就
職
し
て
い
る
人
で
、
雇

用
保
険
ま
た
は
建
設
業
の
一
人
親

方
な
ど
の
労
災
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
（
加
入
予
定
者
も
含
む
）

  
募
集

平
成
26
年
度
第
２
回
消
防

設
備
士
試
験

第
１
回
市
子
ど
も
芸
能
発

表
会
出
演
団
体
募
集

宇
都
宮
共
同
高
等
産
業
技

術
学
校
入
校
生
募
集

市
内（
い
ず
れ
か
の
場
所
を
指
定
）

○
二
次
…
宇
都
宮
市
内

▼
対
象　

男
子
で
中
学
校
卒
業
ま

た
は
卒
業
見
込
み
で
、
平
成
27
年

4
月
1
日
現
在
で
17
歳
未
満
の
人

▼
申
込
期
限　

来
年
1
月
9
日
㈮

〈
自
衛
官
候
補
生
…
男
子
〉

▼
試
験
日　

12
月
13
日
㈯
・
14
日

㈰
の
い
ず
れ
か
1
日
を
指
定

▼
試
験
会
場　

宇
都
宮
市
内

▼
対
象　

平
成
27
年
4
月
1
日
現

在
で
18
～
26
歳
の
男
子

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部

　

大
田
原
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
２
９
４
０

　

セ
ン
タ
ー
栃
木
県
支
部

　

〠
３
２
０
‐
０
０
３
２

　

宇
都
宮
市
昭
和
１
‐
２
‐
16
栃

　

木
県
自
治
会
館

▼
問
い
合
わ
せ

○
電
子
申
請
に
関
す
る
こ
と

　

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

　

セ
ン
タ
ー
電
子
申
請
室

　

☎
０
５
７
０
（
07
）
１
０
０
０

○
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
こ
と

　

黒
磯
那
須
消
防
組
合
消
防
本
部

　

予
防
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
０
８
６
４

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
消

　

防
本
部
予
防
課

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
３
０
１
６

11 月 の 納 税
  〈県税〉

    ◆個人事業税　　　第 2 期
　 大田原県税事務所課税課（大田
    原市中央１－９－９那須庁舎内）                                                             
　            ☎ 0287（23）4172

～納税は便利な口座振替で～

  〈市税〉
   ●国民健康保険税
　　後期高齢者医療保険料  第 5 期
　●介護保険料                 第 4 期

12 月 1 日㈪が納期限です

を
行
う
団
体

※
演
目
は
１
団
体
に
つ
き
約
15

分
。

▼
参
加
費　

無
料

※
輸
送
費
、
移
送
費
、
昼
食
費
な

ど
は
各
団
体
負
担
。

▼
申
込
期
限　

12
月
25
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
１
９

※
関
連
事
業
所
な
ど
の
勤
務
者
で

な
い
人
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
科
名
・
定
員
・
期
間

○
木
造
建
築
科
・
10
人
・
3
年

○
建
築
設
計
科
・
10
人
・
2
年

○
畳
科
・
10
人
・
2
年

○
広
告
美
術
科
・
10
人
・
2
年

▼
申
込
期
限　

来
年
３
月
25
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

宇
都
宮
共
同
高
等
産
業
技
術
学

　

校
☎
０
２
８
（
６
２
２
）
１
２
７
１
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親
子
で
絵
本
に
ま
つ
わ
る
料
理

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
も
あ
り
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
6
日
㈯
午
前
10
時

～
正
午

▼
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
調
理

室▼
対
象　

市
民
（
絵
本
に
興
味
が

あ
り
、
親
子
で
参
加
で
き
る
人
）

▼
定
員　

8
組

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
内
容

・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

・
親
子
で
楽
し
む
ク
リ
ス
マ
ス

「
カ
ラ
フ
ル
パ
ン
ケ
ー
キ
の
ク
リ

ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
」

▼
参
加
費　

５
０
０
円
程
度
（
1

組
当
た
り
）

▼
申
込
開
始
日　

11
月
18
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

塩
原
図
書
館

　
　
　
　
　

☎
（
48
）
７
５
２
１

塩
原
図
書
館

「
絵
本
を
楽
し
む
講
座
」

  

研
修
・
教
室
・
講
座

～
今
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る

　
　
　

支
援
と
は　

パ
ー
ト
２
～

　

生
活
が
困
窮
す
る
家
庭
で
育
て

ら
れ
る
子
ど
も
の
実
態
と
そ
の
困

難
な
環
境
に
お
か
れ
た
子
ど
も
た

ち
に
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
共
に

考
え
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

11
月
22
日
㈯
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
内
容
・
講
師

①
「
生
活
が
困
窮
す
る
家
庭
の
子

ど
も
の
学
習
支
援
の
必
要
」
…
中

野
謙
作
氏
（
県
若
年
者
支
援
機
構

理
事
長
）

②
「『
希
望
っ
て
何
で
す
か
・
貧

困
の
中
の
子
ど
も
』
の
取
材
を
通

し
て
見
え
た
も
の
」
…
青
木
友
里

氏
（
下
野
新
聞
社
編
集
局
政
経
部

記
者
）

③
「
困
難
な
環
境
に
お
か
れ
た
子

ど
も
に
必
要
な
支
援
と
は
」
…
西

田
由
記
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育

て
ほ
っ
と
ね
っ
と
代
表
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
73
）
０
０
７
３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
主
催
公
開
講
座

～
早
く
見
つ
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　

が
ん
は
治
る
～

　

那
須
郡
市
医
師
会
で
は
、
次
の

と
お
り
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と
き　

11
月
30
日
㈰
正
午
～
午

後
4
時

▼
と
こ
ろ　

黒
磯
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

▼
内
容

○
健
康
相
談
（
正
午
～
午
後
１
時

30
分
）

○
講
演
（
午
後
2
時
～
4
時
）

「
前
立
腺
が
ん
か
ら
、
あ
な
た
を

守
る
た
め
に
…
～
前
立
腺
が
ん
の

診
断
と
治
療
の
最
先
端
～
」

・
講
師
…
内
田
克
紀
氏
（
国
際
医

療
福
祉
大
学
病
院
腎
泌
尿
器
外
科

部
長
）

「
子
宮
頸
が
ん
か
ら
、
あ
な
た
を

守
る
た
め
に
…
」

・
講
師
…
北
岡
芳
久
氏
（
那
須
赤

十
字
病
院
第
二
産
婦
人
科
部
長
）

○
そ
の
他　

ビ
デ
オ
上
映
な
ど

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

那
須
郡
市
医
師
会

　

☎
０
２
８
７
（
23
）
８
６
４
７

市
民
公
開
講
座

「
前
立
腺
が
ん
、
子
宮
頸
が

ん
に
な
ら
な
い
た
め
に
」

お菓子作りに夢中な参加
者（昨年の講座）

　

読
話
と
は
、
口
の
動
き
な
ど
か

ら
、
相
手
の
言
っ
て
い
る
こ
と
を

読
み
取
る
技
術
で
、
聞
き
返
し
方

や
、
相
手
に
ど
こ
が
分
か
ら
な
い

か
を
伝
え
る
方
法
な
ど
が
含
ま
れ

る
点
で
、
難
聴
者
に
は
大
変
役
立

つ
も
の
で
す
。

　

人
は
元
々
読
話
の
才
能
を
持
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
、
習
得
に
時
間

が
か
か
る
手
話
と
比
較
し
て
も
、

自
分
の
努
力
と
誰
で
も
で
き
る
ほ

ん
の
少
し
の
協
力
で
驚
く
ほ
ど
会

話
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

　

話
の
内
容
が
文
字
で
投
影
さ
れ

ま
す
の
で
、
全
く
聞
こ
え
な
い
人

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
期
日　

12
月
3
日
か
ら
来
年
1

月
28
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
（
12
月

31
日
を
除
く
）・
全
8
回

▼
時
間
・
会
場　

○
昼
間
ク
ラ
ス
（
午
前
10
時
～
正

午
）
…
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

○
夜
間
ク
ラ
ス
（
午
後
7
時
～
9

時
）
…
健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー

※
週
に
よ
り
参
加
ク
ラ
ス
を
変
え

る
こ
と
や
重
複
し
て
受
講
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

▼
対
象　

難
聴
者
、中
途
失
聴
者
、

そ
の
家
族
や
友
人

※
身
体
障
害
者
手
帳
の
有
無
は
問

口
の
動
き
な
ど
を
読
み
取

る
「
読
話
教
室
」

わ
な
い
の
で
、
軽
度
難
聴
者
も
参

加
で
き
ま
す
。

▼
講
師　

宮
田
和
実
氏
（
国
際
医

療
福
祉
大
学
講
師
・
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
手

話
キ
ャ
ス
タ
ー
・
中
途
失
聴
者
）

ほ
か

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員　

各
回
20
人

▼
申
込
方
法　

希
望
ク
ラ
ス
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

添
え
て
、
メ
ー
ル
、
F
A
X
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み

▼
申
込
期
限　

11
月
28
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
０
２
６

　
　
　
　
　

FAX
（
63
）
８
９
１
１

　
　

k-shakaifukushi@

　

city.nasushiobara.lg.jp

火　災 救　急
建物 11 件 交通事故   40 件

林野   1 件 急病 228 件

その他 10 件 その他   72 件
26 年の

累計 87 件 26 年の
累計   3,291 件

火災のテレフォンサービス
　☎ 0180 － 992009（黒磯地区）
　☎ (22)0119（西那須野・塩原地区）

○ 9月の火災と救急
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▼
と
き　

12
月
31
日
㈬
～
来
年
1

月
1
日
㈭
（
1
泊
2
日
）

▼
と
こ
ろ　

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の

家▼
内
容　

初
日
の
出
観
賞
、
餅
つ

き
、
た
こ
作
り
、
正
月
遊
び
な
ど

▼
定
員　

県
全
体
で
約
２
５
０
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

※
部
屋
の
タ
イ
プ
ご
と
に
募
集
。

▼
部
屋
の
タ
イ
プ

①
ロ
ッ
ジ
（
4
～
8
人
）
…
10
組

②
和
室
（
4
～
10
人
）
…
4
組

③
洋
室
2
人
部
屋
…
4
組

④
洋
室
3
～
4
人
部
屋
…
16
組

⑤
洋
室
5
～
10
人
部
屋
…
25
組

▼
参
加
費　

・
大
人　
　
　
　
　

５
４
０
０
円

・
高
校
生　
　
　
　

３
９
０
０
円

・
中
学
生　
　
　
　

３
２
０
０
円

・
小
学
生　
　
　
　

３
０
０
０
円

・
3
歳
以
上
学
齢
前
２
２
０
０
円

・
3
歳
未
満　
　
　
　

３
０
０
円

※
特
別
食
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、

別
途
料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

郵
便
番
号
、住
所
、

電
話
番
号
、
代
表
者
、
全
参
加
希

望
者
の
氏
名
、
年
齢
（
学
年
）、

希
望
の
部
屋
の
タ
イ
プ
を
添
え

て
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
み

　

那
須
塩
原
の
歴
史
を
語
る
上
で

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
で
あ

る
青
木
周
蔵
氏
に
つ
い
て
、
そ
の

人
柄
や
功
績
な
ど
に
触
れ
な
が

ら
、
那
須
塩
原
市
と
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
リ
ン
ツ
市
と
の
交
流
へ
と
つ

な
が
る
「
縁
」
や
「
歴
史
」
を
楽

し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

11
月
29
日
㈯
午
後
2
時

30
分
～
4
時

▼
と
こ
ろ　

西
那
須
野
公
民
館

▼
テ
ー
マ　
「
外
交
官　

青
木
周

蔵
の
人
柄
と
仕
事
」

▼
講
師　

五い

お

き

べ

百
旗
頭
薫
氏
（
東
京

大
学
大
学
院
教
授
）

▼
参
加
費　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

市
国
際
交
流
協
会
企
画
委
員
会

　
（
和
田
）

　
　
　
　
　

☎
（
64
）
５
０
７
０

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
寒
く
な
る

こ
の
季
節
。
そ
の
ま
ま
で
も
鍋
に

し
て
も
お
い
し
い
本
場
の
キ
ム
チ

づ
く
り
を
通
じ
て
、
韓
国
の
食
文

化
を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

12
月
6
日
㈯
午
後
2
時

～
4
時

▼
と
こ
ろ　

東
那
須
野
公
民
館

▼
対
象　

市
民

▼
定
員　

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
参
加
費　

５
０
０
円（
材
料
費
）

▼
講
師　

尹ユ
ン

石セ
キ
レ
イ礼

氏
（
韓
国
料
理

人
）

▼
申
込
開
始
日　

11
月
20
日
㈮

▼
申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ

　

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
本

　

市
民
協
働
推
進
課
内
）

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
５
１

海
浜
の
初
日
の
出

市
国
際
交
流
協
会
事
業

「
国
際
交
流
座
談
会
」

市
国
際
交
流
協
会
事
業

～
シ
リ
ー
ズ 

海
外
の
食
文

化
を
学
ぶ
～
「
韓
国
編
」

▼
申
込
期
限　

11
月
24
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

　

〠
３
１
１
‐
１
４
１
２

　

茨
城
県
鉾
田
市
玉
田
３
３
６
‐

　

２

　

☎
０
２
９
１
（
37
）
４
０
０
４

　

FAX
０
２
９
１
（
37
）
４
０
０
８

　

現
在
、
国
は
「
攻
め
の
農
林
水

産
業
」
を
掲
げ
、
経
営
所
得
安
定

対
策
の
見
直
し
や
農
地
中
間
管
理

機
構
の
創
設
な
ど
、
新
た
な
農
業

政
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
が
農
政
に
関

す
る
最
新
の
情
報
を
取
得
し
、
今

後
の
農
業
経
営
の
参
考
に
で
き
る

農
業
経
営
改
善
講
演
会

  
催
し

くろいそ図書館こどもまつり

　おはなしや遊びがいっぱい！
　大人も子どもも一緒にわくわく
の楽しい時間を過ごしてください。

とき　11月23日㈷㈰午前10時～午後0時30分
ところ　黒磯図書館
内容　人形劇、おはなしと紙芝居、わらべうたあそ
び、体験コーナー（折り紙、点字、録音、マルチメディ
アデイジー体験）など

※こどもまつりの開催に伴い、2階での読書・調べ
物などができなくなるため、次の時間帯では1階の
利用に協力をお願いします。
　　　午前9時30分～午後2時

問い合わせ
　黒磯図書館　☎（63）9031

広
　
告

よ
う
農
業
経
済
の
専
門
家
を
招
い

た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
8
日
㈪
午
後
1
時

30
分
～
午
後
3
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
内
容　
「
農
政
改
革
下
に
お
け

る
地
域
農
業
の
課
題
～
地
域
営
農

シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
て

～
」

▼
講
師　

秋
山
満
氏
（
宇
都
宮
大

学
農
学
部
農
業
経
済
学
科
教
授
）

▼
入
場
料　

無
料

▼
申
込
期
限　

12
月
1
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
農
業
公
社

　
　
　
　
　

☎
（
60
）
１
２
８
３
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▼
と
き　

12
月
14
日
㈰
午
前
8
時

30
分
集
合

▼
と
こ
ろ　

三
島
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

那
須
塩
原
市
、
大
田
原

市
、
那
須
町
に
在
住
、
勤
務
・
通

学
し
て
い
る
人
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
は
３
ペ
ア
計

6
人
）

▼
定
員　

各
団
体
２
チ
ー
ム
ま
で

▼
内
容　

男
子
・
女
子
各
ダ
ブ
ル

ス
団
体
戦
に
よ
る
予
選
リ
ー
グ
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

▼
参
加
費

○
一
般
、
ク
ラ
ブ
、
事
業
所
、
大

学
生
…
１
チ
ー
ム
２
５
０
０
円

○
高
校
生
以
下
…
１
チ
ー
ム
１
５

０
０
円

▼
申
込
方
法　

チ
ー
ム
名
、
選
手

名
、
責
任
者
名
、
電
話
番
号
を
添

え
て
、
郵
送
ま
た
は
F
A
X
で

申
し
込
み

▼
申
込
期
限　

11
月
28
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
卓
球
協
会
（
八
木
澤
）

　

〠
３
２
５
‐
０
０
２
７

　

共
墾
社
89
‐
22

☎
０
８
０（
８
７
５
２
）５
３
７
７

　
　
　
　
　

FAX
（
64
）
０
２
４
７

（
平
日
の
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ

は
午
後
6
時
過
ぎ
の
み
）

第
４
回
ダ
ブ
ル
ス
チ
ー
ム

卓
球
大
会

　

芸
術
の
秋
、
音
楽
で
癒
や
し
の

ひ
と
と
き
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
地
域
の
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
家

た
ち
が
多
数
参
加
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
30
日
㈰
午
後
1
時

開
演

▼
と
こ
ろ　

三
島
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

無
料

▼
出
演
団
体　

南
小
学
校
音
楽

部
、
あ
る
ぺ
じ
お
、
あ
ざ
み
コ
ー

ラ
ス
、
西
那
須
野
ハ
ー
モ
ニ
カ
フ

レ
ン
ズ
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
ア
ン
サ
ン

ブ
ル 

カ
プ
リ
ス
ほ
か

▼
そ
の
他　

東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
の
募
金
も
併
せ
て
行
い
ま
す

の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

音
楽
祭
実
行
委
員
会
（
伊
藤
）

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
０
５
３

　

大
田
原
税
務
署
で
は
、
営
業
所

得
者
や
農
業
所
得
者
を
対
象
と
し

た
所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
説
明

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

・
説
明
会
で
決
算
書
な
ど
の
サ
ン

プ
ル
を
配
布
し
ま
す

・
対
象
地
区
以
外
の
会
場
で
も
参

加
で
き
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
税
務
署

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
３
１
１
５

　

那
須
野
で
行
わ
れ
た
源
頼
朝
に

よ
る
巻
狩
り
を
舞
台
に
、
曾
我
兄

弟
の
仇
討
ち
や
村
長
の
娘
の
恋
の

話
を
絡
め
た
壮
大
な
オ
ペ
ラ
で

す
。

▼
と
き　

12
月
21
日
㈰
午
後
2
時

開
演

▼
と
こ
ろ　

黒
磯
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル

▼
入
場
料

・
一
般　
　
　
　

２
０
０
０
円

・
高
校
生
以
下　

５
０
０
円

・
未
就
学
児　
　

無
料

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
先　

黒
磯
文
化

会
館
、
西
生
涯
学
習
課
、
市
内
各

公
民
館
、
那
須
野
が
原
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
ほ
か

※
現
在
、チ
ケ
ッ
ト
販
売
中
で
す
。

▼
そ
の
他　

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス

あ
り
（
要
予
約
・
人
数
制
限
有
・

申
し
込
み
は
12
月
10
日
ま
で
）

▼
問
い
合
わ
せ

○
公
演
に
関
し
て

　

オ
ペ
ラ
を
つ
く
る
会
（
平
塚
）

☎
０
９
０（
９
３
７
３
）６
０
３
０

○
託
児
に
関
し
て

　

オ
ペ
ラ
を
つ
く
る
会
事
務
局

　
（
上
祐
）

☎
０
９
０（
４
４
５
６
）４
５
０
３

▼
と
き　

来
年
１
月
11
日
㈰
午
前

10
時
～

▼
と
こ
ろ　

○
黒
磯
地
区
…
黒
磯
文
化
会
館

○
西
那
須
野
地
区
…
三
島
ホ
ー
ル

○
塩
原
地
区
…
ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

▼
対
象　

平
成
6
年
4
月
2
日
～

平
成
7
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た

人
（
11
月
1
日
現
在
、
市
内
に
住

民
票
が
あ
る
人
に
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
）

※
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
や
、
11

月
2
日
以
降
に
転
入
届
を
提
出
し

た
人
に
は
案
内
状
が
届
き
ま
せ
ん

の
で
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
期
限　

12
月
12
日
㈮

▼
そ
の
他　

新
成
人
の
代
表
（
実

行
委
員
会
）
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン

ト
も
披
露
さ
れ
る
予
定
で
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
９
２
５

西
那
須
野
産
業
文
化
祭

第
59
回
音
楽
祭
２
０
１
４

平
成
26
年
分
所
得
税

青
色
申
告
決
算
説
明
会

く
ろ
い
そ
オ
ペ
ラ

　
　
　
「
那
須
野
巻
狩
り
」

平
成
27
年
成
人
式

開催日 所得
区分 時間 開催場所

12 月 9 日㈫ 営業
 午前 10 時～正午

 那須町文化センター
 小ホール （那須町大字 
 寺子乙 2567－10）

12 月 12 日㈮
営業  大田原市生涯学習セン

 ター（大田原市本町 1
 － 2716 － 5）農業  午後 2 時～ 4 時

12 月 15 日㈪
営業  午前 10 時～正午

 厚崎公民館
農業  午後 2 時～ 4 時

昔の映像を見て、懐かしい思い出
を振り返る一幕（前回の成人式）

昨年も和やかなハーモニーが会場を包みました
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君
きみしまえいしち

島榮七さん
　　　～プロフィール～
塩原温泉郷土史研究会の主要メ
ンバーとして活動しており、平
成 7年から 23 年まで同会の会
長も務めた。その他、塩原観光
緑化推進協議会実行委員などを
長年務め、80歳を超えた今でも
県文化財保護指導委員として活
躍中である。

№7

　
小
学
校
3
年
生
の
時
、
校
長
先
生
に
連

れ
ら
れ
て
自
宅
の
近
く
に
あ
る
「
塩
原
（
要

害
）
城
跡
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
身
近
な
場

所
に
昔
お
城
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
に
感

動
し
、
そ
れ
以
来
塩
原
の
歴
史
に
興
味
を

持
っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

　
塩
原
温
泉
郷
土
史
研
究
会
に
は
、
職
業

の
建
築
士
と
し
て
昭
和
56
年
に
移
築
し
た

「
旧
塩
原
御
用
邸
新
御
座
所
（
天
皇
の
間
記

念
公
園
）」
の
設
計
監
理
に
携
わ
っ
た
こ

と
を
機
に
、
同
会
か
ら
誘
い
を
受
け
メ
ン

バ
ー
に
加
わ
り
ま
し
た
。
以
後
、
会
員
と

し
て
活
動
を
続
け
、
平
成
10
年
に
は
先
人

の
研
究
し
た
成
果
記
録
を
基
に
「
塩
原
温

泉
千
二
百
年
の
歴
史
／
塩
原
の
里
物
語
」

を
発
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
塩
原
温
泉

に
特
別
な
郷
愁
を
持
っ
て
い
た
元
会
長
で

あ
る
妙
雲
寺
住
職
の
故
河
瀬
明み
ょ
う
い
ち一
和
尚

の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
戊
辰
戦
争
ま
で
の

歴
史
を
編
集
し
た
力
作
で
す
。

　
そ
の
後
も
会
員
の
仲
間
と
共
に
新
た
な

研
究
の
成
果
を
挙
げ
、
こ
の
度
、
平
安
時

代
か
ら
現
代
ま
で
の
歴
史
を
網
羅
し
た

「
開
湯
千
二
百
年
の
歩
み
／
塩
原
温
泉
物

語
」
の
発
刊
に
至
り
ま
し
た
。「
塩
原
温
泉

物
語
」
の
発
刊
は
、
研
究
会
発
足
当
時
か

ら
の
一
番
の
目
的
で
も
あ
り
、
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
て
肩
の
荷
が
下
り
た
よ
う
な

心
境
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
塩
原
の
歴
史
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
塩
原
温
泉
の
魅
力
で

あ
る
長
い
歴
史
と
豊
か
な
自
然
を
大
切
に

し
、
こ
の
ま
ま
の
姿
を
維
持
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
　
総
務
福
祉
課

　
☎
0
2
8
7（
32
）2
9
1
1

　
塩
原
温
泉
郷
土
史
研
究
会
は
、
塩
原
地
区
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
史
跡
や
伝
説
な
ど
の

ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
昭
和
36
年
に
発
足
。
長
年
の
研
究
成
果
が
実
を
結
び
、
今
年
7
月
に

塩
原
の
歴
史
を
つ
づ
っ
た
冊
子
「
開
湯
千
二
百
年
の
歩
み
／
塩
原
温
泉
物
語
」
を
発
刊
し
ま

し
た
。
そ
の
執
筆
お
よ
び
編
集
か
ら
印
刷
ま
で
手
掛
け
た
君
島
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

なすしおばら元
げ ん き び と

気人 ～輝き続ける元気な人たち～

↑平安時代から現在までの塩原温泉の歴史をつづった「開湯千二百
　年の歩み／塩原温泉物語」。300ページを超える大作です

塩

長い歴史と豊かな自然をもつ郷土
このままの姿を未来へ残したい

↑君島さんが「塩原で一番好きな場所」だという塩原八幡宮
　の境内にある逆

さかさすぎ

杉 ( 国指定文化財 )


